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座位姿勢の違いが疲労感および身体負担に及ぼす影響
-座椅子の背もたれ高さからの検討ー

西岡研究室 A18HB006 小川うらら

１．はじめに
社会的背景

新型コロナウイルスによるテレワークやオンラ
イン授業の普及
→長時間同じ場所で同じ姿勢でいることが増加
→ソファや床座で長時間同じ作業姿勢をとる人

椅子座：オフィスや学校など長時間の利用
→身体負担を軽減させるための研究
床座：多様な姿勢をとれることが前提
→長時間着座は想定されていない

市場調査
〔25種の座椅子（大手家具専門店1店、ネットショップ3店）〕

・背もたれがホールド感などの着座感に大きく影響
・座面は多様⇔背もたれは一定のサイズ感や形状

座面：座り心地に直接的に大きな影響を与える
→座面形状や座面に関する椅子・座椅子の研究

背もたれ：背もたれを使わずに座面のみで着座できる
→その重要性が希薄化されがちになっている

長時間着座と座椅子の背もたれの高さに着目

２．研究目的
社会的背景 座椅子の市場調査 既往研究

①長時間着座実験
着座時によくみられる姿勢データの収集と着座時に疲労感を感じる身体部位の把握

②短時間着座実験
着座姿勢ごとの疲労感や身体負担を生理
的データで把握しその実態を分析・比較

③アンケート調査
・座椅子と着座姿勢に関する主観評価の比較
・実験中の着座姿勢と日常生活における着座
姿勢との関係の比較

・床座での作業時でも身体負担が少ない姿勢・環境の提案
・ハイバック、ローバックの有用性について比較・検討

A:ハイバックの座椅子
幅：約500㎜
奥行き：約580～1150㎜
高さ：約90～71㎜

３．研究方法（座椅子）
B:ローバックの座椅子
幅：約410㎜
奥行き：530～860㎜
高さ：440㎜

約710㎜ 440㎜


